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各 位 

2026 年 10月 13 日 

CRAVIA 株式会社 

代表取締役社長 藤原 宏樹 

 

 

当社持分法適用関連会社 Redstart ENM 所属の K-POP グループ「TIOT」が「2026 大韓民国

エンターテインメント大賞」にて「K-POP ベストパフォーマンス賞」を受賞 

～2026年 10月のカムバックアルバムを契機に、日本国内でのアーティスト活動支援及び

K-POPエンターテインメント事業の展開を加速～ 

 

CRAVIA 株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：藤原宏樹、東証グロース：6573、以下

「当社」）は、当社の持分法適用関連会社である韓国のエンターテインメント企業 Redstart ENM 

Inc.（以下「Redstart ENM」）に所属する K-POP ボーイズグループ「TIOT（ティアイオーティー）」

が、2026 年 10 月 10 日（土）に韓国で開催された「2026 大韓民国エンターテインメント大賞」に

おいて、「K-POP ベストパフォーマンス賞」を受賞したことをお知らせいたします。 

 

また、TIOTは 2026 年 10 月の新アルバムによるカムバック活動を展開しており、韓国国内の主要

音楽番組への出演をはじめ、積極的なプロモーション活動を通じて、さらなる認知度向上及びファ

ン層の拡大に取り組んでおります。 

当社は、今回の受賞及びカムバック活動を契機として、Redstart ENM との事業連携を一層強化

し、日本国内における TIOT の活動支援をはじめ、音楽・映像商品、イベント、ファンコミュニテ

ィ、関連グッズ等を組み合わせたエンターテインメント事業の拡大を推進してまいります。 
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１．「K-POP ベストパフォーマンス賞」受賞について 

「大韓民国エンターテインメント大賞」は、大韓民国エンターテインメント協会（KEA）が主催

する授賞式であり、韓国のエンターテインメント、文化、ブランド等の分野で活躍する人物や団体

の功績を称えることを目的として開催されるものです。 

2026 年 10月 10 日（土）に韓国・国会議員会館の大会議室で開催された授賞式において、

Redstart ENM 所属の TIOT が「K-POPベストパフォーマンス賞」を受賞いたしました。 

今回の受賞は、TIOT がこれまで積み重ねてきた音楽活動やステージパフォーマンスに対する評価

を示すものであり、韓国国内のみならず、日本を含む海外市場における認知度向上やファン層のさ

らなる拡大につながることが期待されます。 

当社としても、今回の受賞を TIOTの今後の活動拡大に向けた重要な実績の一つと捉えており、

日本国内におけるプロモーション活動やファンとの接点の拡充に活用してまいりたいと考えており

ます。 

 

 

２．授賞式の概要 

項目 内容 

授賞式名称 2026 大韓民国エンターテインメント大賞 

開催日 2026 年 10月 10 日（土） 

開催場所 大韓民国 国会議員会館 大会議室 

主催 大韓民国エンターテインメント協会（KEA） 

受賞アーティスト TIOT（ティアイオーティー） 

受賞部門 K-POP ベストパフォーマンス賞 

 

 

３．2026 年 10 月のカムバックアルバム及び音楽活動について 

TIOT は、2026 年 10 月に新たな 5th ミニアルバム『Time for Us』によるカムバック活動を展開

しており、韓国国内における音楽番組への出演、各種プロモーション、ファン向けコンテンツの発

信など、積極的な音楽活動を進めております。 

韓国の主要音楽番組である MBC の쇼! 음악중심「ショー！K-POP の中心」への出演などを通じ

て、新アルバムの魅力を幅広い視聴者に発信し、既存ファンとの関係強化に加え、新たなファン層

の獲得を目指しております。 

今回のカムバック活動は、TIOT の音楽性やパフォーマンスの魅力を改めて国内外に発信する機会

であり、今回の「K-POP ベストパフォーマンス賞」の受賞と相まって、アーティストとしての認知

度及びブランド価値の向上が期待されます。 
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また、日本国内においても、新アルバムの展開に合わせた音楽商品の流通・販売、リリースイベ

ント、ファンミーティング等の実施を検討し、韓国での活動と日本市場でのプロモーションを連動

させた継続的な事業展開を目指してまいります。 

 

 

４．持分法適用関連会社 Redstart ENM との事業連携について 

当社は、2026 年 10 月 6日付「韓国企業 Redstart ENM Inc.との資本業務提携及び株式取得（持

分法適用関連会社化）及び資金貸付に関するお知らせ」にて公表したとおり、Redstart ENM との資

本業務提携及び株式取得を通じて、韓国エンターテインメント関連事業の強化を推進しておりま

す。 

Redstart ENM は、韓国においてアーティストマネジメント、音楽コンテンツの企画・制作、プロ

モーション等を展開するエンターテインメント企業であり、TIOT をはじめとする所属アーティスト

の育成及び活動支援に取り組んでおります。 

当社グループは、SNS やファンコミュニティを活用したマーケティング支援を基盤に、音楽・映

像商品の企画・製造・販売、イベント、オリジナルグッズの企画・制作、流通・販売等、多様な事

業基盤を有しております。 

両社は、Redstart ENMが有するアーティストマネジメント及びコンテンツ制作のノウハウと、当

社グループが有する日本国内のマーケティング、商品流通、イベント企画・運営等の事業ネットワ

ークを組み合わせることで、K-POP アーティストの日本市場における活動機会の拡大と、新たな収

益機会の創出を目指しております。 

特に、TIOTの日本国内における活動支援を重要な協業領域の一つと位置付け、音楽商品の販売促

進、各種イベントの企画、ファンコミュニティの構築等を通じて、継続的な事業基盤の形成に取り

組んでまいります。 

 

 

５．日本国内における今後の事業展開について 

TIOT は、これまで日本国内のレコードショップ等を通じたアルバムプロモーションなどを展開

し、日本のファンとの接点を広げてまいりました。 

当社は、こうした活動実績に加え、今回の受賞及び 2026年 10 月のカムバックアルバムを新たな

事業機会と捉え、日本国内における TIOT の活動支援をさらに強化していく方針です。 

 

具体的には、当社グループの事業基盤を活用し、音楽・映像商品の流通・販売、リリースイベン

ト、ライブイベント、ファンミーティング、オリジナルグッズの企画・製造・販売、ファンコミュ

ニティの運営等、複数の事業領域を組み合わせた展開を検討しております。 
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これらの取り組みにより、単発的なイベントや商品販売にとどまらず、アーティストとファンと

の継続的な接点を構築することで、ファン層の拡大と関連事業の収益機会の多様化を図ってまいり

ます。 

また、今後は TIOT に加え、Redstart ENM が有するアーティストマネジメント及びコンテンツ企

画のノウハウを活用し、他のアーティストやエンターテインメントコンテンツについても、日本市

場における事業展開の可能性を検討してまいります。 

 

 

６．今後の展望 

当社は、「世界中の『好き』を加速する」をミッションに掲げ、これまで培ってきたマーケティ

ングの知見を基盤として、エンターテインメント領域への事業拡張及び収益構造の多様化を推進し

ております。 

特に、韓国エンターテインメント関連事業については、K-POP アーティストの日本国内における

活動支援、公式音楽・映像商品の販売、ファンイベント、オリジナルグッズ、ファンコミュニティ

等を組み合わせた事業展開を進めております。 

今回、持分法適用関連会社である Redstart ENM に所属する TIOT が「K-POP ベストパフォーマン

ス賞」を受賞したことは、当社が推進する韓国エンターテインメント関連事業においても、今後の

日本市場における活動展開を検討するうえで意義のある出来事と捉えております。 

当社は、Redstart ENMとの連携を通じて、TIOT の日本国内における活動機会の拡大及び継続的

なファン基盤の構築を支援するとともに、日韓両国の事業ネットワークを活用した新たなエンター

テインメント事業の創出に取り組んでまいります。 

今後も、アーティストの魅力と当社グループの事業基盤を融合させることで、継続的な収益基盤

の構築とグループ全体の企業価値向上を目指してまいります。 

 

なお、本件が当期の当社連結業績に与える影響は軽微と見込んでおります。 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

CRAVIA 株式会社 

担当：藤原 宏樹 

E-mail：info@cravia.jp 

Tel：03-6435-7130 
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